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鹿児島市谷山地区・和田上水道組合の概要
～100年にわたり住民の手で運営してきた水道事業～
武田　篤志＊・野元　翔太＊＊
１　はじめに
鹿児島市谷山地区の和田には100年近くにわたり住民が水道事業を自主運営してきた「和田上水道組合」
がある。組合加入者は主に和田3丁目の住民約530世帯（約1,500人）で市内では最大の規模である。水源
地は1㎞ほど離れた慈眼寺にあり，その湧水を生活用水として加入者へ給水している。豊富な水量に加え
て高い水質を誇り，味が良い上に水道料金も市の水道の3分の1程度と安い。日本では水道事業は自治体の
運営が一般的だが，諸外国に目を向けると民間会社や公社など，さまざまなかたちでの運営形態がみられ
る。日本の社会も少子高齢化による人口減少に伴い給水人口の減少を迎えつつあり，近い将来，公共の水
道事業のあり方にも大きな変化が予想される（熊谷 2013）。実際，鹿児島市でも人口減少を視野に入れた
浄水施設の集約化がすでに始まっている。こうした動向に鑑み，和田上水道組合のような比較的大規模で
の民営の水道事業は注目に値する事例といえよう。しかし，同組合の実態については公刊の文献資料に乏
しく，既往の研究文献は皆無といってよい。そこで本稿では，筆者たちが昨年から実施してきた現地取材
をもとに和田上水道組合の概要を整理し，今後のさらなる研究のための参考資料を供したい1。
２　和田上水道組合の沿革
和田上水道組合は大正8年（1919）に組織された（当初の名称は「和田塩屋上水道組合」）。その当時，
住民の生活用水は和田川の流水や井戸水を使用していたが2，衛生的に問題があり飲料には適さなかった
（チフスなど飲み水が原因と思われる疫病の発生もあったという）。これを改善することが住民の先決課題
であり，そこで大正8年に「和田地区有志一同の発起により，地区民の賛同と協力を得て簡易水道の布設
を決定，同時に現在の水源地の水利権の獲得のため関係地主の了承を得る」（和田塩屋上水道組合発行 
1971）に至った。そして，1世帯当たり3円の負担金と6日間の労力奉仕で給水管の敷設工事を行い，同年8
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1  本稿を作成するにあたり，和田上水道組合理事長の F 氏に聞取りおよび電話での補足取材を行ったほか，会議や行事を見学さ
せていただいた。平成27年度第2回役員定例会見学（2015.12.13 武田），水源地見学および F 氏聞取り（2015.12.20 武田・野元），
平成28年度第1回役員定例会見学（2016.5.8 武田），第61回和田上水道組合総会見学（2016.5.29 武田・野元），平成28年度水神祭見
学（2016.10.10武田・野元），F 氏聞取り（2016. 12.6 武田・野元）。市役所での聞取り（2016.11.23-24 野元）なお，本稿の執筆は1
節～4節を武田，5節・6節および資料1・2の作成を野元が担当し，全体の編集と文章の調整を武田が行った。
2  水道開設以前のことを伝え聞いている地元住民の話によれば，昔は和田の浜四部落（塩屋，一番組，森山，掛之下の4町内会）
で井戸がある家は数戸だけで，その他の住民はその井戸を使わせてもらっていた。しかし，いちいち井戸を借りるのは大変だと
いうことでしばしば川の水を使っていたという。川から水を汲む時は，上流で人が川を使う前の早朝の時間帯に行ったそうであ
る。ちなみに，昔は川で洗濯をしていたが，水道が通ってからはしなくなったという。
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月から給水が始まった3。当初は節をくり抜いた竹筒を配水管に用いて
いた。また，当時の送水方式（高低差と自然流水による）では水圧が
弱く各戸への十分な給水ができなかったため，町内の5ヶ所に貯水槽
を置いて共用栓（共同の水道場）を設け，住民たちはそこから水を汲
んで使っていた。自宅へ引き込んでいたのは裕福な世帯だけであった
（大正8年当時の料金は共用栓使用1戸当たり10銭，自宅引き込み50
銭）。
昭和40年代に入ると大きな変化が訪れる。まず昭和40年（1965）に
鉄筋コンクリート製の新貯水槽ができ，昭和41年（1966）には共用栓
を全廃し各戸への給水が開始される。さらにその翌年（1967）からメーター制が導入された。その後昭和
50年代から60年代にかけて大改修工事が行われ，昭和58年（1983）には給水設備にポンプが採用された。
この間，水道管も竹からモルタル，ゼニス，石綿パイプを経て，現在のビニールパイプへと交換してきた。
平成に入ってからも工事は続き，敷設完了は平成5年（1993）であった。平成25年（2013）には住居表示
変更により谷山塩屋町の地名がなくなったことから，組合名を「和田上水道組合」へと改称している。
なお，和田上水道は水道事業の分類としてはいわゆる「簡易水道」に該当するが，現在の鹿児島市の定
義では「飲料水供給施設」という位置づけになっている（本稿末尾の【資料1】も参照）。
３　組織・運営体制
（1）規約
和田上水道組合では，規約として「和田上水道組合規約」，「和田上水道組合規約細則」，「和田上水道組
合施工規定」，「和田上水道組合施工規定細則」を定めている（本稿末尾の【資料2】も参照）。
（2）理事および役員会
和田上水道組合の加入者は基本的に和田の4町内会（塩屋，一番組，森山，掛之下）と和田名町内会の
一部の住民からなり，各町内地区から代表者を出して役員会を構成している。現在は，和田名以外の4町
内会から3名ずつ選出された計12名の理事で役員会を運営している4。その中から理事長，副理事長，監理
人，会計が1名ずつ（計4名）が選出される。さらに，理事たちとは別に監事が2名置かれる。
（3）日常業務
基本的に執行委員会の4名（理事長，副理事長，監理人，会計）で行っている。内容としては，毎週水
源地での水量確認や滅菌用の塩素の補充，機器類のチェック，漏水などトラブルへの対応，諸々の補修工
事の手配や毎月1回の定期水質検査（市保険環境試験所）への立ち会いなど。その他に検針員（各地区か
ら1名選任）が検針業務を行う。
3  昭和26年（1951）に建立された水道記念碑にも同様のことが記されている。「大正八年八月，和田四部落ハ飲料水ニ適スル井戸
水ナク，和田川ノ水ヲ飲料水トセリ，川上ノ状態ヲ見ルニ不潔物ノ流出，衛生上実ニ寒心ニ堪ヘザルモノアリ，毎年流行病ノ発
生スル所トナリ一日モ看過シ得ザル問題デ，之ガ善後策ヲ講ジ　水道布設ノ急務ナル所以ヲ力設　差シ当リ竹管ヲ以テ布設スル
コトニ一決　各戸六日間ノ労力奉仕　委員ノ協力努力ニ依リ通水ヲ見ルニ至レリ」
4  以前は和田名地区からも理事を出していたが，この地区は加入者が20世帯未満と少なくメンバーが固定してしまうため，会議
などの出席の負担を考慮して現在は理事を出していない。
写真1　 水道記念碑（昭和26年建立）
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（4）意思決定・会議
開催時期 出席者・内容
執行委員会 不定期（随時）
主に理事長，副理事長，監理人，会計の4人で開催。定例役員会や総
会の日程調整，打合せ，議題や予算案作成などを行う。また，災害時
やトラブル発生時には対応を協議する。
定例役員会
年2回
（例年4月と12月）
理事全員と監事が出席。執行委員会の作成した議案を検討し，総会で
諮る議事や報告事項などを決める。
総　　　会 毎年5月
役員と各町内の組合員から選任された代議員が出席（計60人ほどで開
催）。役員が提案した議案・報告の内容を代議員が審議し，承認され
ればその年度の予算と事業内容が確定する。
簡易水道組合長会議 毎年5月～6月
谷山地区にある3つの簡易水道の組合長と市水道局環境衛生課との連
絡会議。水質検査や補助金などについて話し合う。
写真1　役員定例会（2016.5.8 森山公民館にて） 写真2　平成28年度総会（2016.5.29 ゆうづきにて）
（5）水道使用料
1ヶ月（前月計量日後より当月の計量日まで）につき基本料金500円と使用水量等に応じて算出した従量
料金との合計額。ただし，従量料金は1立方米（1トン）当り50円とする（和田上水道組合施工規定 第16
条より）。使用量が多い世帯でもだいたい月2,000円程度だそうで市の水道料金と比べるとはるかに安い。
（6）年間事業予算および資産
年間の事業予算については，平成28年度が約750万円で，過去10年はだいたいこの予算規模を維持して
いる。また，資産は金額にして約6,000万円を保有している。
（7）市からの補助金
過去に大規模な改修工事をしていた時代には市の予算から工事費を支出していたが5，現在は滅菌用の塩
素代として年間2万円ほどが市から出ている以外に補助金はない。組合としてはたびたび補助金の要請を
出してはいるが，市側は水道料金の安さを理由に補助の対象外としている。ただし，市の防災計画の中で
災害時には被災地への給水は市が行うことになっており，和田上水道もこれに該当する場合は支援を受け
られるとの市の回答書は得ている。
（8）水神祭
水源地敷地内の一隅に水神が祀ってあり，毎年10月に谷山神社の宮司に来てもらい水神祭を執り行う。
5  これは市内に簡易水道が多数あった時代，市の水道へ編入することを想定して市が工事費を負担していたためである。和田上
水道組合でも改修工事の予算として平成2年時点で約849万円の支出がなされていた。
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理事長をはじめ役員数名が立ち会う。平成28年度の水神祭は10月10日（月）に執り行われた（9:30～
10:00）。この時は見学していた筆者らも参列させていただいた（写真3）。
写真3　水神祭の様子（2016.10.10）
（9）その他
10年ごとに記念行事を行い，記念誌なども発行している。
４　給水エリアと水源地の位置
和田上水道の水源地は慈眼寺にある6。鹿児島市立和田中学校近くの閑静な住宅地の一角にフェンスで囲
われた敷地があり，水源地のそばに浄水施設も併設されている。
水源地 
和田中学校 
給水エリア
配水池
電動弁室 
ポンプ室 
図1　和田上水道の水源地と給水エリア 写真4　浄水施設の外観（水源はポンプ室の裏側にある）
５　浄水施設と給水の仕組み
和田上水道組合の浄水施設は基本的に市と同水準のものをそなえている。給水の仕組みとしては，①水
源から取った水を②配水池に一時的に溜め（同時に滅菌も行う），その水に③ポンプ室で圧をかけ送り出
すというものである。そのさい④電動弁室（逆止弁室）で水圧調整を行い水が逆流しないようにしている。
水源地・浄水施設から和田の給水エリアまでは地中の⑤配水管（本管）を通じて送水される。
6  厳密には取水地であり，この湧水じたいの水脈がどこにあるのかは不明だという。ある地元住民の談によれば，かつて錫山で
工事が行われた期間中だけ水が濁ったことがあることから，錫山の森に降った雨水などが湧き出しているのではないかとの説も
あるようだ。
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①水源
水源は慈眼寺の丘陵地の斜面に掘られたトンネルの奥にある。扉を開錠して中に入るとコンクリート製
の水路が30m ほど続いている。突き当りには金網がありその向うから水が勢いよく流れて来るのがわか
る。トンネルの片側にはもう一つ蓋付きの水路があり，これが住民の生活用水となる。理事長と監理人は
毎週土曜に来て水量を確認する。その方法は水路の中に木棒を差し立ててその水位を測るというもの。18
～20cm が適量で，これより高いと通常より水量が多いということで滅菌用の塩素の注入量を増やす必要
があるとのこと。水質は滅菌処理が不要なほど清浄で，雨が降ってもほとんど濁ったりしないという7。住
民に給水する分の水量は十分にあるため，湧水の大半はそのまま排水路を通じて和田川へ放流している。
写真5　水源地（トンネル内）の様子
②配水池
水源から取った水はいったん配水池に溜め
られる。配水池とはいわゆる貯水タンクのこ
とで，需要量に応じて配水量を調整するため
の設備である。災害時や問題発生時に応急措
置的に給水可能なように一定量の水をストッ
クしておく役割も担っている。この施設では
地中に埋設してあり，地上に見えるのは上屋
である（写真6）。
また，ここでは同時に水の滅菌（塩素消毒）
も行う。ポンプ室（次項）建屋内にある装置（写真7）から管を伝って自動的に基準量の塩素を配水池内
に注入する。実際のところ，和田上水道の水質は滅菌が不要なほど清潔であるが，市の衛生検査をパスす
るために行っている。
③ポンプ室
配水池の水はポンプ室に送られ加圧される。この水圧によって各家庭に送水できるようになる。仕組み
としては，水をポンプ室内の圧力タンクに一定量溜めエアとともに加圧→各家庭の使用分を送水→タンク
内の水が減るとまた水を溜めて加圧，の繰り返し。この施設ではポンプが2基設置されており，通常は交
互運転で稼働している。
7  ただし，昭和41年から昭和43年にわたり数回の汚水流出があった。調査の結果，原因が第2水源にあることが判明し，防止策と
して第2水源に制水弁を設置している（和田上水道組合発行 1971）。
写真6　配水池の上屋 写真7　塩素注入装置
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写真9　ポンプ室建屋とその内部（2基のポンプと圧力タンクがある）
ちなみに，配水池のすぐ傍にはポンプ導入以前の設備の一部（送水管）が
残っている（写真8）。当時は高低差を利用した自然流水による送水であったた
め水圧がまったく足りず，住居の一階部分ですら水の出が悪かったという。そ
のため町内にいくつか共用栓を設置して共用の水場をつくり，住民はそこから
水を汲んで使用していたそうだ8。
④電動弁室（逆止弁室）
電動で逆止弁を開閉しポンプ室から送り出される水の圧力調整を行うことで
水の逆流を防ぐ（写真4）。
⑤配水管（本管）から各世帯へ
この後水は地中の配水管（本管）を通って和田の給水エリアへ送られ，そこでさらに給水管が分岐して
各世帯へ送られる。水源地と配水エリアの間の住民（非組合員）は市の水道を使用しているが，これは和
田上水道開設当時この一帯が水田で，後年になって宅地化が進んだためである。ちなみに，本管が通って
いる付近の住民の中には水道料金の安さから和田上水道に乗り換えた世帯もある。
６　課題と展望～結びにかえて～
開設から100年近くにわたり住民の手で運営されてきた和田上水道であるが，現在さまざまな課題を抱
えている。第一に施設の維持・管理と資金の問題がある。水道管の老朽化による漏水が後を絶たず，さら
に台風や地震のたびに施設が故障・破損するなど修理費用がかさむため，今後は水道料収入だけで賄って
いくのが困難になる事態も予想される。また，給水エリアは私道が多くその地中を通っている水道管の工
事をするにも地権者の許可をとるのが難しい，さらに，河川の下に水道管が通っている箇所では工事を行
うことじたいが困難といった問題もある。対策として市からの補助金や支援を要請しているが，既述のよ
うに現状では補助の対象外にある。組合としては引き続き市と交渉を続けていくとのことであった9。
8  和田の共同水道場については地元住民の証言もある。現在の浜島商店前には，戦前，蛇口が3～4つある共同の水道場があった
という。また，かつて和田一帯は井戸水を使う家も多かったが，沿岸部の低地で砂質土壌のため満潮時などには塩水が混入して
飲み水には適さなかった。その中で和田上水道は湧水で美味しいということで，共同水道場には地元だけでなくよその住民も水
汲みに来ていたという（武田編 2006: 8, 2007: 17）。
9  経営が難しくなってくれば市の水道への編入も検討しなくてはならない（市からは編入を促されている）。しかし，編入には組
合員の全会一致が条件という取り決めがあるため容易ではない。とくに編入に伴う改修工事で各世帯の自己負担額が20～30万円
写真8　昔の送水管
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第二に，運営体制・人員の強化も課題となっている。日常業務は主に執行委員会の4名が担い，日々漏
水や諸トラブルの対応に追われているが，これに加えて突然断水が起きた時など，住民との緊急時の連絡
体制に不十分な点があるという。また，これとも関連して，浄水施設についてある程度の専門知識をもっ
た住民が減ってきているため，不測の事態にすぐに対応しにくくなってきているという。事務所の設置や
スタッフの配置など新たな対策も必要となっている。
第三に，過去の議事録や工事記録が紛失・散逸，あるいは未整理のままであるため，和田上水道組合の
歴史が辿れないという問題もある。とくに行政との交渉や取り決めなどの記録や証拠書類は，補助金を要
請するさいに必要となる場合もあるため整理・保管しておく必要がある。また，100周年を数年先に控え
て組合史の編纂をどうするかという課題もある。
こうしてみると問題山積という感も拭えないが，理事長の F 氏によれば，料金未納も少なく，加入者
は近年増加傾向にあること，そして今後大規模な改修工事が必要になった時に約6,000万円の資産を充て
ることができることから，和田上水道組合の見通しは必ずしも暗いものばかりではないとも語っておられ
た。加えて，水源地の上質で豊富な湧水の大半はそのまま捨てている状態のため，この水の新たな活用法
についてもたびたび話題に上っている。これは将来へ向けての前向きな課題といえよう。
最後に，飲み水は生活の基本であるゆえ，和田上水道組合のように住民自らが水道事業を営みえている
ことじたいが貴重な財産といえる。それは谷山という場所の自然からの恩恵であると同時に，長年にわた
り和田の住民が築き上げてきた場所づくりの結果でもある。100周年を迎えるにあたり，谷山の場所の遺
産という観点から和田上水道を捉えなおしてみることも大事ではないだろうか。
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【資料1】鹿児島市における簡易水道および飲料水供給施設の定義について
水道は給水人口の規模や供給先等によっていくつかの種類に分類される。このうち一般の需要に応じて
水を供給する事業である「水道事業」はさらに「簡易水道事業」と「上水道事業」に分けられ，簡易水道
事業は計画給水人口101人～5,000人のもの，上水道事業は計画給水人口5,001人以上のものを指す。鹿児島
市の場合，谷山市など近隣市町村との合併後給水人口が増加し給水区域も拡張したため，現在の水道事業
は上水道事業に分類される。
ここで問題となるのが，市の給水区域外にあった簡易水道／水道組合が，水道局の給水区域拡張により
給水区域内に入る場合であるが，水道法上は事業廃止となり市の水道に編入されることになる（ただし，
市の水道への編入の際，組合は組合員の総意を集める必要がある）。しかし，実際に市の水道管が接続さ
れるまでの間，これらの簡易水道を「飲料水供給施設」と称して特例的に運営を認可している。
この飲料水供給施設については水道法に規程がない。そのため鹿児島市は，「簡易水道等施設整備国庫
補助金取扱要領」（昭和44年厚生省通知）において50人以上100人以下を給水人口とする施設を飲料水供給
施設としていることから，これを準用して給水人口100人以下の簡易水道にこの呼称を適用してきた。ま
た，「水道未普及地域解消計画策定要領」（平成5年厚生省通知）において給水人口10人以上の施設を飲料
水供給施設としていることから，以後，鹿児島市では，給水人口10人以上100人以下のものと，給水区域
内となった簡易水道を飲料水供給施設として位置付けている。
なお，現在市内には19の水道組合が存在する（下表）。和田上水道組合も上記に該当するため，厳密に
言えば簡易水道ではなく飲料水供給施設になるところだが，市に編入しないとの意思表示をしているため
簡易水道とされている。
Ｈ28年度 鹿児島市内にある簡易水道および飲料水供給施設（2016年4月現在）
No. 名　称 種別 世帯数
給水数
（人口）
区分 地区 市給水区域 編入時期 補助対象
1 共栄水道組合 地下水 107 223 簡易水道 伊敷 内 Ｈ28 ○
2 花倉簡易水道組合 湧水 22 39 飲料水供給施設 吉野 外 ― ○
3 上原簡易水道組合 地下水 188 585 簡易水道 伊敷 内 Ｈ28 ○
4 荒磯簡易水道組合 地下水 114 215 簡易水道 伊敷 内 編入しない ×
5 栗之迫水道組合 地下水 63 150 簡易水道 伊敷 内 Ｈ28 ○
6 横井古別府簡易水道組合 地下水 152 330 簡易水道 伊敷 内 Ｈ28 ○
7 萩別府簡易水道組合 地下水 40 73 簡易水道 伊敷 内 Ｈ28 ○
8 名越簡易水道組合 地下水 132 275 簡易水道 伊敷 内 編入しない ×
9 飯山簡易水道組合 地下水 99 248 簡易水道 伊敷 内 編入しない ×
10 和田上水道組合 湧水 496 1,091 簡易水道 谷山 内 編入しない ×
11 三船水道組合 地下水 7 13 飲料水供給施設 吉野 外 ― ○
12 竜水下水道組合 湧水 14 27 飲料水供給施設 吉野 外 ― ○
13 平松水道組合 湧水 7 7 飲料水供給施設 吉野 外 ― ○
14 柳ヶ谷水道組合 湧水 17 38 飲料水供給施設 谷山 外 ― ○
15 早馬峠水道組合 地下水 6 10 飲料水供給施設 伊敷 内 編入しない ×
16 上西之谷水道組合 地下水 25 45 飲料水供給施設 伊敷 内 Ｈ28 ○
17 西之谷水道組合 地下水 11 22 飲料水供給施設 伊敷 内 Ｈ28 ○
18 宮之平簡易水道組合 湧水 23 65 飲料水供給施設 伊敷 内 編入しない ×
19 平田地域水道組合 地下水 24 39 飲料水供給施設 松元 外 ― ○
計 1,547 3,495
簡易水道組合（No.1～ No.10） 1,413 3,229
飲料水供給施設（No.11～ No.19） 134 266
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※1　ここに記されている給水世帯数・人口は鹿児島市当局が把握しているかぎりでのデータであり，とくに未編入の組合について
は必ずしも最新の状況を反映した数値ではない。
※2　現在の鹿児島市の定義では簡易水道はすべて飲料水供給施設となるが，この表では便宜上従来の規模別での区分に準拠してい
る（No.7萩別府簡易水道組合が簡易水道に区分されているのは届出時点での給水人口が100人以上であったため）。
※3　表中の「―」は，その組合が市の水道への拡張事業計画に入る予定がないことを示す（収入・人口規模等を考慮すると増収が
見込めない等の理由）。ただし，市の補助対象にはなっており，設備の故障時や運営全般にかんして必要な補助を受けられる。ち
なみに，鹿児島市はこれまで幾度も水道の拡張事業を実施しており，直近では第11回水道拡張事業計画が平成28年度に終了した
（次期計画は未定）。
 （鹿児島市環境局環境部環境衛生課環境衛生係の提供資料をもとに作成）
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【資料2】和田上水道組合規約および和田上水道組合細則（平成28年5月改訂版）
和田上水道組合規約
第１章　総　則
（名称）
第１条　本組合は，和田上水道組合と称する。
（事務所）
第２条　本組合の事務所は理事長宅に置くものとする。
（目的）
第３条　本組合は組合員に飲料水を供給することを主たる目
的とする。
（事業）
第４条　本組合は，前条の目的を達成するために次の事業を
行う。
１．給水に必要な諸施設の整備，管理を行う。
２．その他給水事業を推進するために必要な事業を行う。
（地域）
第５条　本組合の給水対象地域は，塩屋町内（和田1丁目地域
を除く。以下「塩屋地区」という。）一番組町内（以
下「一番組地区」という。）森山町内（和田1丁目を
除く。以下「森山地区」という。）掛之下町内（以下
「掛之下地区」という。）および和田名町内（和田3丁
目地域の一部。以下「和田名地区」という。）とする。
（組合員）
第６条　前条に定める給水対象地域に居住する者で給水の申
込みをした者は役員会の承認を得て，組合員となる。
第２章　役　員　等
（役員）
第７条　本組合に理事14名，2名，功労理事若干名の役員を置
くとする。ただし，役員の資格は組合員に限るとす
る。
２．理事・監事は，各地区の推薦者をもって選出し，総
会において承認を得るものとする。なお，各地区の
理事定数は別に定める。
３．本組合に理事長1名，副理事長1名を置くものとし，
その選出は理事の互選によるものとする。
４．功労理事は15年以上理事を勤め，功績のあった者を
役員会の承認を得て，理事長が任命する。
（代議員）
第８条　本組合に地区組合員の権限を有する代議員を置き，
その代議員の出席する会議をもって総会にかえるも
のする。
２．代議員は，各地区ごとに選出することとし，その地
区ごとの定数は別に定める。
（役員・代議員の任期）
第９条　役員の任期は3ヵ年とし，再任を妨げないものとす
る。なお，役員が任期途中で退任した場合は，後任
の任期は，前役員の残任期間とする。
２．功労理事の任期は，2ヵ年とする。ただし，理事長は
再任が必要と認めたときは，役員会の承認を得て任
命することができる
３．代議員の任期は1ヵ年とする。
（監理人等の選任）
第10条　本組合に監理人及び会計事務担当者を置く。その選
任は役員会の承認を得て理事長が任命する。
２．検針員は塩屋・一番組・森山・掛之下・（和田名を含
む）各地区1名としその選任は前項に準ずる。
（理事・監事等の任務）
第11条　理事は組合事業の適切な運用につとめるものとする。
２．監事は会計及び業務の整合性を監査するものとする。
３．功労理事は，組合の事業について指導，助言を行う
ものとする。
４．理事長は，給水施設等の巡視業務をはじめ，組合事
業の一切の業務を統括するとともに，組合を代表す
るものとする。
５．副理事長は，理事長を補佐し，理事長に事故あると
き，又は理事長が欠けたときは，その職務を代行す
るものとする。
６．監理人は，水源地施設及び水質の適正な維持管理に
努めるとともに，給水管補修等給水事業に係る業務
を行うものとする。
７．会計事務担当者は，水道料金の受納のほか，経費支
払い，決算書・予算書の作成等の会計事務全般にわ
たる業務を行うものとする。
第３章　会　議
（総　会）
第12条　総会は毎年1回，原則として5月に開催するものとす
る。ただし，必要に応じ臨時に開催することができ
る。
２．総会は代議員の過半数の出席がなければ開くことが
できない。
３．議事は出席者の過半数をもって決し，可否同数のと
きは，議長の決するところによる。
４．議長は出席議員の中から選出することができる。
（総会の議決）
第13条　総会は次の事項を議決する。
（１）事業報告及び会計決算の承認に関すること。
（２）事業計画及び予算の承認に関すること。
（３）財産の造成及び処分の承認に関すること。
（４）規約等の改正に関すること。
（５）水道料金の改定に関すること。
（６）役員の選任に関すること。
（７）その他本組合の重要課題に関すること。
２．前項で定める事項で急を要するものは，役員会で決
議，執行することができる。この場合においては，
次の総会で承認を受けなければならない。
（議事録）
第14条　総会については，次の事項を記載した議事録を作成
しなければならない。
（１）日時及び場所
（２）理事及び代議員の現在数並びに出席者数。
（３）開催の目的，審議事項及び議決事項。
（４）議事の経過の概要及びその1結果。
（５）議事録署名人の選任に関する事項。
２．議事録には，議長及び議事録署名人が署名捺印しな
ければならない。
（役員会）
第15条　役員会は理事長が招集する。
２．役員会には，この規約に定めるもののほか，次の事
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項を議決する。
（１）総会に付議すべき事項。
（２）総会の議決した事項の執行に関する事項。
（３）その他，総会の議決を要しない業務の執行に関
する事項。
３．議決は3分の2以上の同意を得るものとする。
４．議長は出席役員の中から選出することができる。
（執行役員）
第16条　理事長は適正な事業を推進する上で，必要と認める
事項を審議，検討するために執行委員会を設置する
ことができる。
２．執行役員会は必要に応じ，理事長が随時開催するこ
とができる。
３．委員は理事をもって充てることとし，理事長が指名
し役員会の承認を得て任命する。
４．執行委員会は委員を5名とし理事長・副理事長・会計
担当・監理人・代表理事とする。ただし，代表理事
は理事の中から理事長が指名し役員会の承認を得て
任命する。
第４章　会　計
第17条　本組合の経費は次の収入をもって充てる。
１．水道料金
２．給水負担金
３．駐車場料金
４．補助金又は寄付金
５．その他の収入
（役員報酬）
第18条　理事長及び監理人並びに会計事務担当者には月額報
酬を支給し，副理事長及び理事並びに監事・検針員
には必要に応じ手当を支給するものとする。
２．それぞれの額は，別に定めるところによる。
３．代議員には必要に応じ出会手当を支給することがで
きる。
（集金手数料）
第19条　本組合は集金手数料として集金額の100分の10に相当
する額を当該地区町内に交付することができる。
（会計年度）
第20条　本組合の事業及び会計年度は4月1日に始まり，翌年3
月31日までとする。
第５章　補　足
（帳簿等）
第21条　本組合に次の帳簿を備えておくものとする。
１．規約簿
２．組合員名簿
３．財産目録
４．議事録
５．会計帳簿
（顧　問）
第22条　本組合に若干名の顧問を置くことができる。
（委　任）
第23条　この規約の施行に関し，必要な事項は管理者が別に
定める。
付　則
１．この規約は平成17年5月22日より施行する。
２．和田塩屋上水道組合規約（昭和31年5月20日施行）は廃止
する。
３．和田塩屋上水道組合規約（平成9年5月11日施行）のうち
次の条文は本規約で改正する。
①「水道使用料は各町内会婦人部において集金し，各町
内会10％の手数料を差引き当組合会計担当者に納付す
るものとする」は規約第19条で改正。
②「本組合理事として過去15ヵ年以上の者は功労理事と
しておく。」は規約第17条及び第11条で改正。
４．この改定規約集は平成22年5月24日より施行する。
５．この改定規約集は平成24年5月13日より施行する。
６．この改定規約集は平成25年5月12日より施行する。
７．この改定規約集は平成28年5月29日より施行する。
和田上水道組合規約細則
第１条　和田上水道組合規約（以下単に「細則」という。）第
4条に定める「必要な業務」とは次の事項をいう。
１．組合員の適正な管理・運営に必要な諸業務。
２．適切な水質の維持管理に必要な業務。
３．組合員及び関係機関との連携調整。
第２条　規約第6条に定める給水の申し込みは，施工規定細則
第7条に準ずる。（別記様式3号を使用する）
第３条　規約第７条の「ただし書」の運用については，組合
の管理運営について学識経験者等の非組合員の関与
が必要と認められるときは，規約第２２条に定める
顧問制度を活用するなど弾力的な運用につとめるも
のとする。
第４条　規約第７条２項に定める各地区の理事定数は次のと
おりとする。
地区名 定数
塩屋 ４
一番組 ４
森山 ３
掛之下 ３
和田名 ０
合計 １４
第５条　規約第８条２項に定める地区ごとの代議員は次のと
おりとする。
地区名 定数
塩屋 １４
一番組 １２
森山 ９
掛之下 ５
和田名 １
合計 ４１
第６条　規約第８条２項に定める功労理事の再任は次の事項
を考慮するものとする。
１．本人の組合運営に対する積極的な意欲が認められる
こと。
２．心身共に健康で，組合活動になんら支障がないと認
められること。
第７条　規約第10条に定める監理人及び会計事務担当者並び
に検針員の選任は，その職責の肝要性にかんがみ理
事の中から適任者を任命することができるものとす
る。
第８条　規約第11条６項及び７項に定める監理人及び会計事
務担当者の業務分担は次の事項を主たる目安に相互
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に連絡調整を図りながら組合運営の適正な業務の推
進に努めるものとする。
１．監理人の業務
①電源・モーターの適切な維持管理をはじめ，貯水
槽の適正な保管等施設の適正な維持管理に努める。
②施設周辺の良好な環境の保全に努める。
③良質な水質の保全に努める。
④給水管の補修等給水事業の円滑な推進に努める。
⑤水質検査等の関係機関との連携を図る。
⑥メーター及びその周辺の環境整備等給水事業を推
進する上で必要な組合員への指導，助言を行う。
⑦給水事業に関する組合員の相談窓口の役割を担当
する。
⑧メーター検針の結果に基づき，別に定める「個人
別の水道メーター点検票」を作成し，会計事務担
当者に送付する。
会計事務担当者
①監理人から送付された個人別の水道メーター点検
票により，各地区町内会の班別並びに町内会全部
の集金台帳を作成する。
②作成された集金台帳は，各地区町内会の会計事務
担当者に送付し，集金依頼をする。
③自動口座振替及び，振込依頼に係る事務処理を行
う。
④水道料金の収納及び集金状況の把握。
⑤出納簿の記帳と保管などの水道料集金に係る関係
事務。
⑥工事費及び諸経費に係る支払及びこれに関連する
諸事務。
⑦予算・決算書の作成及び管理事務。
⑧未収金に係る地区担当理事との連絡調整。
第９条　規約第12条ただし書きの「必要に応じ臨時に開催で
きる」要件を次のように定める。
①理事長が必要と認めたとき
②理事3分の2以上の者から会議の目的事項を示して
請求があったとき。
第10条　規約第18条の２項に定める報酬及び手当は次のとお
りにする。
区　分 月額報酬 年間手当 月額手当 出会手当 実働手当 旅　費
理事長 2,500 対象者 対象者
副理事長 100,000 2,500 対象者 対象者
理事・監事 10,000 2,500 対象者 対象者
監理人 2,500 対象者 対象者
会計 2,500 対象者 対象者
検針員 塩屋・一番組　4,500
検針員 森山・掛之下　3,500
備　考
①役員には上記区分ごとの手当を支給することができる。
②実働手当は原則として半日勤務（原則4時間）を対象とし，2,500円以上を
1日分とみなし6,000円とする。
③※立会任務終了時間 →漏水ストップと配管終了時
　※出動要請　　　　 →原則工事発生地区理事へ要請する
附　則
１．この細則は，平成28年5月29日和田上水道組合規約発行の
日から適用する。
